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議会だより議会だより
おおはる

　

７
月
10
日
に
臨
時
会
を
開
会

し
、「
町
長
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例
制
定
」
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日

に
開
会
し
、
19
日
ま
で
の
17
日

間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
に
就
任
し
た
鈴
木
町
長

の
初
め
て
の
定
例
会
で
し
た
。

　

令
和
６
年
度
決
算
を
は
じ

め
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
・
改
正
、
教
育
長

の
同
意
な
ど
、21
議
案
を
認
定
・

可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

― 

９
月
定
例
会 

―

― 

７
月
臨
時
会 

―

▼
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
１
０
０
万
円

　

委
託
先
と
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
額
は
。

　

銀
行
関
係
・
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
運
営
業
者
・
広
告

代
理
店
な
ど
の
事
業
者
を
委
託

先
と
考
え
て
い
る
。

　

目
標
額
は
５
０
０
０
万
円
。

質
問

答
弁

令
和
６
年
度
決
算
を
す
べ
て
認
定

令
和
６
年
度
決
算
を
す
べ
て
認
定

　
　
　
　

  　　

   
   　　

町
長
町
長    

就
任
後
初
の
定
例
会

就
任
後
初
の
定
例
会

答
弁

質
問

▼
町
長
の
給
料
の
特
例
に
関
す

る
条
例
制
定
（
村
上
前
町
長
）

　

国
へ
の
交
付
金
申
請
で
報
告

誤
り
が
あ
り
、
６
６
０
万
円
が

町
に
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
責
任
を
取
り
、
令
和

７
年
７
月
分
の
町
長
給
料

（
82
万
５
千
円
）
を
40
％
減
額

し
ま
す
。

▼
堀
之
内
砂
子
線
整
備
事
業
費

　

公
安
委
員
会
協
議
資
料

　
　
　
　
　

修
正
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　

１
７
１
万
６
千
円

質
問

答
弁

　

40
％
減
額
と
い
う
数

字
の
根
拠
は
。

　

町
長
の
管
理
監
督
責

任
と
し
て
、
全
国
の
過
去
の
例

を
勘
案
し
な
が
ら
、
よ
り
重
い

減
額
割
合
を
自
身
に
課
し
た
。

▼
町
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
制
定
（
鈴
木
町
長
）

　

町
長
の
公
約
に
よ
り
、
給
与

（
給
料
と
期
末
手
当
）
を
年
間

８
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

（
給
料
月
額
50
万
円
、
年
２
回

の
期
末
手
当
各
１
０
０
万
円
）

▼
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
経
費
削
減
を
図
る
必
要
性

か
ら
、
固
定
資
産
税
の
前
納
報

奨
金
を
廃
止
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
決
算
認
定

　

年
間
８
０
０
万
円
と

し
た
根
拠
は
。

　

他
市
町
村
の
状
況
を

確
認
し
た
。
名
古
屋
市
・
武
豊

町
が
８
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
８
０
０
万
円
を
提

案
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
財
政

力
指
数
０
・
７
７
、
公
債
費
比

率
２
・
３
％
に
つ
い
て
、
町
の

見
解
は
。

　

過
去
の
財
政
状
況
か

ら
は
下
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

全
国
的
に
見
る
と
比
較
的
健
全

で
あ
る
。

　

公
債
費
比
率
は
10
％
を
超
え

な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

質
問

答
弁

　

都
市
計
画
道
路
堀
之
内
砂
子

線
を
暫
定
的
に
東
へ
迂う

か
い回
さ
せ

る
計
画
に
つ
い
て
、
公
安
委
員

会
と
協
議
す
る
た
め
の
資
料
を

作
成
す
る
費
用
で
す
。

　

解説 令和5年度 令和６年度 評価

経常収支比率

必ず支出しなければ
ならないお金（人件
費・扶助費・公債費
など）の割合

令和5年度の全国の市町
村平均は、93.1％

公債費比率

町の収入のうち、ど
れだけ借金返済に
使っているかを示す
比率

10％を超えないことが
望ましいとされている

実質公債費比率
財政再建化法により
基準値が示されてい
る

18％以上:
  地方債の発行に許可が
  必要

財政力指数 財政力の豊かさを判
断する指標

1.00以上は財政が豊か
であるとされ、地方交
付税が交付されない
1.00未満には地方交付
税が交付される

財　政　指　標
　財政指標は、決算数値から自治体の財政状況を測る「も

のさし」のようなものです。

　令和５年度・６年度の主な数値は以下のとおりです。

＊
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
業
務

　

受
託
者
は
、
寄
付
希
望
企
業

の
情
報
提
供
や
、
寄
付
獲
得
へ

向
け
て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

寄
付
成
立
後
に
委
託
料
を
支

払
う
た
め
、
町
の
実
質
負
担
額

は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。　



おおはる議会だより（2）

　

一般質問とは、議員が自身の考えや町民の声をもとに、町政全般について質問することです。

質問と答弁を要約してお知らせします。

町
長　

①
今
後
、公
用
車
と
し
て
使
用
。

②
来
年
度
予
算
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
ず
、
国
保
税
を

値
上
げ
し
て
い
く
。

③
基
金
の
減
少
を
示
し
た
。
誤
解
を
招

き
か
ね
な
い
表
現
だ
っ
た
。

④
対
象
年
齢
を
見
直
し
、
無
償
の
範
囲

を
狭
め
る
方
向
。

⑤
就
任
後
、
多
角
的
に
見
て
教
育
長
は

別
の
方
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。

　　

新
町
長
の
公
約
と
財
政
再
建
に
つ
い
て

新
町
長
の
公
約
と
財
政
再
建
に
つ
い
て

　

①
選
挙
前

の
町
長
の
公

約
の
中
で
、

町
長
専
用
車

の
廃
止
を
訴

え
て
い
た
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

②
現
在
、
本
町
は
一
般
会
計
か
ら
国
保

会
計
に
繰
り
入
れ
て
運
営
し
て
い
る
が

今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

③
選
挙
前
の
ビ
ラ
に
は
、
本
町
は
９
億

円
の
赤
字
と
書
か
れ
、
町
民
の
不
安
を

招
い
て
い
た
が
、
監
査
委
員
の
報
告
で

は
６
億
円
弱
の
黒
字
で
あ
っ
た
。
虚
偽

の
記
載
を
し
た
の
か
。

④
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
は
、
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

⑤
選
挙
前
に
言
っ
て
い
た
方
と
別
の
方

を
教
育
長
に
提
案
さ
れ
た
が
、な
ぜ
か
。

　　

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
設
を

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
設
を

   再発を防止する　

　　

町
長
の
教
育
に
対
す
る
考
え
を
問
う

町
長
の
教
育
に
対
す
る
考
え
を
問
う

　　

一
般
住
民
の
個
人
情
報
を
漏
ら
す
な

一
般
住
民
の
個
人
情
報
を
漏
ら
す
な

スマホから簡単
に見られます！

他
市
町
村

の
議
員
が
町

に
対
し
て
、

町
議
会
議
員

に
関
し
て
の

公
文
書
が
あ
る
の
か
、
情
報
公
開
請
求

を
さ
れ
た
。
こ
の
情
報
公
開
請
求
さ
れ

た
方
の
個
人
情
報
を
、
職
員
が
関
係
先

に
漏
ら
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
法
律
や
法
令
、

条
例
な
ど
に
違
反
す
る
の
か
。
ま
た
、

罰
則
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

職
員
は
自
身
の
判
断
で
個
人
情
報
を

漏
ら
し
た
の
か
。
ま
た
は
上
司
な
ど
の

意
を
く
ん
で
漏
ら
し
た
の
か
。

　

町
長
と
し
て
こ
の
職
員
と
関
係
職
員

な
ど
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

福
祉
部
次
長　

①
４
月
現
在
45
人
で
、

単
独
歩
行
さ
れ
て
い
る
方
の
把
握
は
し

て
い
な
い
。

都
市
整
備
課
長　

②
希
望
の
家
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
西
條
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
み
整
備
し
て
い
る
。

③
公
共
施
設
へ
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
音

声
案
内
装
置
の
設
置
は
、有
効
で
あ
る
。

　

し
か
し
、役
場
庁
舎
は
窓
口
が
多
く
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
か
、
他
の
自

治
体
を
見
学
し
、
調
査
研
究
す
る
。

      

　

令
和
６
年

に
「
大
治
町

障
害
者
計

画
」
な
ど
を

改
訂
し
た
。

そ
の
中
に
「
安
心
し
て
利
用
で
き
る
交

通
機
関
の
確
保
や
外
出
し
や
す
い
環
境

の
整
備
な
ど
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
内
に
お
い
て
、
視
覚
障

が
い
者
が
安
全
に
安
心
し
て
単
独
歩
行

が
で
き
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
状
況

は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

①
視
覚
障
が
い
者
の
人
数
は
。
ま
た
、

単
独
歩
行
さ
れ
て
い
る
方
の
把
握
は
。

②
公
共
施
設
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備

状
況
は
。

③
音
声
案
内
装
置
や
視
覚
障
が
い
者
誘

導
サ
イ
ン
な
ど
の
併
設
の
考
え
は
。

　　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

情報公開請求の窓口は総務課

  𠮷
よしはら

原　経
つ ね お

夫

現在使用している町長専用車

財政健全化に努める

設置方法を調査研究

林
はやし

　健
け ん じ

児

松
まつもと

本　英
ひでたか

隆

総
務
部
長　

情
報
公
開
請
求
者
の
個
人

情
報
を
漏
ら
す
行
為
は
、
町
情
報
公
開

条
例
の
趣
旨
か
ら
適
切
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
地
方
公
務
員
法
の
守
秘
義
務

違
反
に
当
た
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
罰
則

規
定
が
あ
る
。

　

今
回
の
件
は
、
私
が
判
断
し
て
、
関

係
者
に
個
人
情
報
を
伝
え
た
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
研
修
を
通
じ
て

認
識
を
高
め
、
再
発
防
止
に
努
め
る
。

　 賛否の分かれた議案　

所
信
表
明
を
問
う

希望の家の点字ブロック

【
要
旨
】
◆
財
政
面
で
は
、
早

急
に
中
長
期
財
政
計
画
を
策
定

し
、
次
の
３
点
を
重
点
的
に
取

り
組
む
。 

①
緊
縮
財
政
と
し
て
町
長
給

与
の
削
減
や
痛
み
を
伴
う
予

算
の
削
減
。 

②
「
収
入
を
得
る
」
ス
ポ
ン

サ
ー
ド
事
業
や
、
ふ
る
さ
と

納
税
な
ど
、
新
た
な
歳
入
獲

得
の
促
進
。 

③
工
事
な
ど
の
発
注
方
式
や

町
税
の
収
納
率
向
上
な
ど
、

事
務
の
見
直
し
。

◆
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
次
の
機

構
改
革
に
も
取
り
組
む
。 

①
人
材
流
出
を
防
ぎ
、
新
た
な

人
材
確
保
と
、
育
成
体
制
を
整

備
・
充
実
さ
せ
る
。 

②
実
務
能
力
を
強
化
し
、
自
発

的
か
つ
発
展
的
な
行
政
運
営
を

目
指
す
。 

◆
改
革
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た

資
源
は
、
校
舎
の
長
寿
命
化
対

策
、
雨
水
対
策
、
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
ハ
ー

ド
面
事
業
に
重
点
的
に

投
資
す
る
。 

◆
子
育
て
や
教
育
施
策

の
充
実
の
た
め
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
や

学
校
教
育
へ
の
人
的
投

資
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
を
図
り
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
す
。 

◆
健
康
づ
く
り
や
重
症
化
防
止

の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
産
業

面
で
は
企
業
誘
致
な
ど
が
可
能

な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　賛成：〇　反対：✖　欠席：欠

※１　議長は採決に加わりません。
※２　町長選挙立候補のため、議員
　　　の職は7月22日で自動失職と
　　　なりました。

池
田
　
耕
介

八
神
　
太
紀

手
嶋
い
ず
み

後
藤
田
麻
美
子

鈴
木
　
康
友

鈴
木
　
　
満

三
輪
　
明
広

若
山
　
照
洋
（
※
１
）

松
本
　
英
隆

林
　
　
健
児

𠮷𠮷
原
　
経
夫

林
　
　
哲
秀

結
　
果

町長の給料の特例に関する条例の制定 ✖ ✖ 〇 〇 ✖ 〇 〇 － 〇 〇 欠 ✖ 可決

令和6年度一般会計歳入歳出決算の認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 認定

令和6年度後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 認定

令和7年度国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

令和7年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第1号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ✖ 〇 可決

７月臨時会

９月定例会

※
２

　
【
反
対
】　
　
　

𠮷
原　

経
夫

〝
も
っ
と
早
く
歳
出
削
減
す
べ
き
〟

〝
も
っ
と
早
く
歳
出
削
減
す
べ
き
〟  

　

令
和
７
年
３
月
議
会
で
、
町

の
財
政
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
町
制
施
行

50
周
年
記
念
事
業
の
見
直
し
を

始
め
、
歳
出
削
減
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

で
私
が
反
対
討
論
を
し
た
内
容

を
し
っ
か
り
と
精
査
し
て
も
ら

え
ば
、
も
っ
と
早
く
財
政
立
て

直
し
が
で
き
た
と
考
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
決
算
の
認
定

に
反
対
す
る
。

　
【
賛
成
】　

後
藤
田　

麻
美
子

　
　
　
　
〝
財
源
も
し
っ
か
り
確
保

〝
財
源
も
し
っ
か
り
確
保
〟〟　

　

新
設
さ
れ
た
こ
ど
も
園
に
助

成
す
る
こ
と
で
、
高
ま
る
保
育

需
要
に
対
応
し
て
き
た
。

　

ま
た
、大
規
模
災
害
に
備
え
、

砂
子
防
災
公
園
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。
大
治
小
学
校
の
校
舎

増
築
工
事
で
、
教
室
不
足
の
解

消
に
努
め
た
。

　

財
源
も
国
・
県
の
補
助
金
を

十
分
に
活
用
し
、
計
画
的
な
起

債
に
よ
り
、確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、認
定
に
賛
成
す
る
。

　  討 論　　反 対・賛  成

◎他の議案は、全員賛成で、可決・認定・同意しました。

◎議決結果の一覧は、町ホームページに掲載してあります。  

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

持続可能な財政運営を目指し、持続可能な財政運営を目指し、
　かつ質の高い行政サービスを提供する　かつ質の高い行政サービスを提供する

→
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ずばり直言！ ずばり直言！ 一 般 質 問一 般 質 問

教
育
部
長　

中
学
校
で
は
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
令
和
４
年
か
ら
令
和

６
年
７
月
頃
ま
で
、
ト
イ
レ
の
個
室
に

２
個
ず
つ
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、
自

分
で
用
意
を
し
な
い
生
徒
が
多
い
た

め
、
保
健
室
で
の
配
布
に
戻
し
た
。

　

状
況
の
把
握
や
指
導
が
で
き
る
現
在

の
運
用
を
継
続
し
て
い
く
。

答　

福
祉
部
次
長　

国
の
女
性
相
談
窓

口
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。

保健室での配布を継続

　　

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
設
を

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
設
を

行財政改革中で、財政的に難しい

町
長　

①
施
工
方
法
や
財
源
も
踏
ま
え

て
、
検
討
し
な
が
ら
実
施
す
る
。

②
予
算
的
に
、
人
員
増
や
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
導
入
は
難
し
い
。

教
育
部
長　

③
教
員
が
必
要
と
感
じ
る

研
修
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

④
支
援
員
の
増
員
は
難
し
い
。
施
設
整

備
を
優
先
す
る
。

⑤
保
護
者
負
担
を
求
め
て
い
く
方
針
。

教
育
長　

⑥
教
師
と
子
の
笑
顔
を
。 

　　

町
長
の
教
育
に
対
す
る
考
え
を
問
う

町
長
の
教
育
に
対
す
る
考
え
を
問
う

  

　

町
長
は
、

選
挙
期
間
中

教
育
の
改
革

を
訴
え
て
い

た
。
任
期
中

の
見
通
し
と
考
え
を
問
う
。 

①
老
朽
化
の
進
む
学
校
施
設
の
整
備
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

②
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
予
算

増
が
必
要
だ
。
町
長
の
考
え
は
。

③
教
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
、
人

材
育
成
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

④
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る

児
童
生
徒
へ
の
対
応
は
。

⑤
部
活
動
地
域
連
携
に
つ
い
て
、
費
用

負
担
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
。

⑥
退
任
さ
れ
る
平
野
教
育
長
に
、
町
の

学
校
教
育
に
願
う
こ
と
を
問
う
。　

トイレにあれば安心

課題もあるが、引き続き検討する

庁舎での避難訓練を

 池
い け だ

田　耕
こうすけ

介

 手
て じ ま

嶋　いずみ
　

現
在
、
学

校
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品

を
常
設
す
る

動
き
が
広
が

っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
本
町
で
は
「
保
健
室
で
の
配

布
」と
い
う
対
応
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

保
健
室
に
取
り
に
行
く
の
は
、
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
利
用
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
る
。
突
発
的
な
生
理
や
経
済
的

な
理
由
で
十
分
に
用
意
で
き
な
い
児
童

生
徒
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
環
境
整
備
は
必
要
だ
。　

　

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
常
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
女
性
相
談
窓

口
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

はがれた校舎の壁（左）や

　

新たな給食費補助も考えていきたい

教
育
部
長　

①
１
食
当
た
り
の
給
食
費

は
、
小
学
校
３
０
６
円
、
中
学
校
は

３
４
６
円
。
補
助
額
は
、
１
食
当
た
り

31
円
。（
内
訳
・
町
の
単
独
補
助
11
円
、

国
の
補
助
20
円
）

②
栄
養
価
が
基
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
状
の
給
食

費
で
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
る
。
追
加

の
補
助
も
考
え
、今
年
度
の
値
上
げ
は
、

極
力
抑
え
て
い
き
た
い
。

　

学
校
給
食

は
子
ど
も
の

健
康
や
食

育
、
地
域
の

つ
な
が
り
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、近
年
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、

米
を
は
じ
め
野
菜
・
肉
・
魚
・
油
・
調

味
料
な
ど
食
材
価
格
が
上
昇
し
、
給
食

費
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。

　

今
後
の
学
校
給
食
に
関
し
て
、
家
庭

の
負
担
を
ど
う
考
え
、
給
食
の
質
を
ど

う
守
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、次
の
２
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
現
在
の
給
食
費
と
町
の
補
助
額
は
。

②
物
価
高
騰
に
よ
る
献
立
や
給
食
費
へ

の
影
響
は
。

　　

物
価
高
騰
で
ど
う
な
る
？
学
校
給
食
費

物
価
高
騰
で
ど
う
な
る
？
学
校
給
食
費

どうなる　学校給食

 八
や が み

神　太
た い き

紀

 後
ご と う だ

藤田 麻
ま み こ

美子

　
　
　
　

災
害
発
生
時
の
職
員
・
来
庁
者
の
避
難
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
の
職
員
・
来
庁
者
の
避
難
に
つ
い
て

　

近
年
、
全

国
的
に
大
災

害
が
発
生
し

て
い
る
。

　

役
場
の
開

庁
時
に
来
庁
者
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し

た
こ
と
が
な
い
。
他
の
議
員
へ
の
答
弁

で
「
役
場
庁
舎
で
来
庁
者
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
本
番
さ
な
が
ら
の
避
難
訓
練

の
実
施
を
検
討
す
る
」
と
あ
っ
た
。

①
職
員
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、

大
規
模
な
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
火
災
が

発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
避
難
経
路

の
確
認
や
初
期
消
火
な
ど
、
来
庁
者
へ

の
避
難
誘
導
の
実
施
を
す
べ
き
で
は
。

②
災
害
を
想
定
し
た
職
員
の
参
集
訓
練

を
実
施
す
る
考
え
は
。　
　

総
務
部
長　

①
開
庁
時
で
来
庁
者
を
含

め
た
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
不
特
定

多
数
の
方
が
来
庁
し
、
庁
舎
に
お
い
て

業
務
や
窓
口
手
続
き
の
妨
げ
の
可
能
性

の
課
題
も
あ
る
。
来
庁
者
に
配
慮
し
た

時
間
帯
や
各
課
で
の
訓
練
の
実
施
を
引

き
続
き
検
討
す
る
。

②
職
員
の
防
災
へ
の
意
識
向
上
は
不
可

欠
で
あ
る
。職
員
用
メ
ー
ル
を
活
用
し
、

状
況
報
告
訓
練
を
考
え
て
い
る
。

　

南
小
学
校
の
大
規

模
改
修
な
ど
、
予
算
の
か
か
る

も
の
は
「
行
財
政
改
革
の
状
況

を
見
て
」
と
い
う
答
弁
が
多
か

っ
た
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
の

「
カ
フ
ェ
は
実
施
」
と
一
般
質

問
で
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

誰
が
、
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
運
営
を
し
て
い
く
の
か
。

　

カ
フ
ェ
は
、
今
後
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
中
で

の
答
申
を
確
認
し
な
が
ら
、
実

施
の
方
向
で
、
商
工
会
と
協
議

し
て
い
く
。

　

カ
フ
ェ
は
、
町
が
商

工
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
約
束

す
る
覚
書
を
結
ん
で
い
る
が
、

契
約
は
し
て
い
な
い
。
業
務
仕

様
書
（
案
）
で
は
、
赤
字
補ほ

て
ん填

す
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

赤
字
補
填
す
る
の
か
。

 

　

商
工
会
と
、
そ
の
覚

書
に
基
づ
い
て
、
き
ち
ん
と
協

議
し
て
い
く
。

　

　

町
民
に
対
し
て
痛
み

を
伴
う
予
算
削
減
の
考
え
は
。

 

　

来
年
度
の
国
民
健
康

保
険
税
に
つ
い
て
、
直
接
的
に

町
民
に
負
担
を
増
や
し
て
し
ま

う
こ
と
に
、
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
。

 

　

例
年
、
一
般
会
計
か

ら
国
保
会
計
に
繰
り
入
れ
を
し

て
運
営
し
て
い
る
。

　

繰
り
入
れ
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
税
は
ど
れ
ぐ
ら
い

増
額
す
る
の
か
。

 

　

行
財
政
改
革
を
踏
ま

え
、
県
の
標
準
保
険
税
率
ま
で

上
げ
て
い
く
と
、
標
準
的
な
モ

デ
ル
世
帯
で
、
令
和
８
年
度
に

約
５
万
円
の
増
額
と
な
る
。

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

　

町
長
の
所
信
表
明
は
、
定
例

会
初
日
の
９
月
３
日
に
行
い
ま

し
た
。

　

所
信
表
明
に
対
す
る
質
疑

は
、
過
去
に
は
実
施
し
て
い
ま

【
所
信
表
明
に
対
す
る
質
疑
】

せ
ん
で
し
た
が
、
定
例
会
第
３

日
の
９
月
９
日
に
、
質
疑
は
一

人
３
回
ま
で
を
ル
ー
ル
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

緊
縮
財
政
で
も
カ
フ
ェ
は
や
る
の
か

　

い
つ
ま
で
に
や
る
の
か

　

ど
う
す
る  

国
保
税

　

財
政
の
立
て
直
し
や

人
材
育
成
を
表
明
し
て
い
る

が
、
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
要

す
る
予
定
な
の
か
。

　

具
体
的
な
年
月
は
示

せ
な
い
。

　

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
編

成
の
数
字
を
見
つ
つ
、
12
月
に

行
財
政
改
革
の
一
定
の
成
果
を

示
す
予
定
で
あ
る
の
で
、
そ
の

時
に
、
方
向
性
を
示
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

床（右）など老朽化への対策が急務
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12 月定例会  日程（案）
　

１１月２６日（水）議会運営委員会

１２月　３日（水）開会　上程・提案説明

　　　　８日（月）一般質問

　　　　９日（火）質疑

　　　１１日（木）総務建設常任委員会

　　　　　　　   　予算決算常任委員会（総務建設分科会）

　　　１２日（金）文教厚生常任委員会

　　　　　　　　   　予算決算常任委員会（文教厚生分科会）

　　　１９日（金）10：00　 予算決算常任委員会

          　　　　　　11：00　 採決　閉会

※午前 10 時開催です。日程などは変更となる場合があります。

　請願・陳情書は１１月１８日（火）受付分まで取り扱います。

　定例会日程は、町ホームページにも掲載しています。

✖
✖
✖
選
挙
期
日
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
の
禁
止
✖
✖
✖

　
公
職
選
挙
法
第
１
７
８
条
で
、
町
長
や
議
員
は
、
選
挙
後
に

当
選
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
目
的
で
、
戸
別
訪
問
す
る
こ
と
な
ど

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

インタビューインタビュー

まちかどまちかど

広広 報報
研研 修修

№ 77

公
民
館
で
「
こ
ど
も
の
お
ど

り
ク
ラ
ブ
」（
11
人
）
を
指
導

さ
れ
て
い
る
日
本
舞ぶ

よ
う踊
工
藤
流

の
師し

は
ん範
・
工
藤
寿
々
弥
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

平
成
17
年
か
ら
文
部
科
学

省
の
文
化
推
進
事
業
と
し
て
始

ま
り
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年

が
経
ち
ま
し
た
。

毎
月
、
第
１
・
第
３
土
曜
日

の
９
時
20
分
か
ら
、
公
民
館
の

和
室
で
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
４
歳
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
が
、「
端は

う
た唄
」
や

「
長な

が
う
た唄
」
と
い
っ
た
古
典
を
中

心
に
、「
紙
人
形
」「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
な
ど
、
三
味
線
に
唄
を

合
わ
せ
て
、
踊
っ
て
い
ま
す
。

―
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
に
あ

た
り
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

日
本
舞
踊
を
通
じ
て
、「
所し

ょ

作さ

」「
礼
節
」
や
「
感
謝
」「
謙け
ん

譲じ
ょ
うの
美
徳
」
な
ど
、
古
き
良
き

日
本
の
様
式
美
を
学
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
。

10
周
年
の
と
き
に
は
同

じ
工
藤
流
で
大
人
が
対
象

の
「
新
舞
踊
ク
ラ
ブ
」
と

カ
ラ
オ
ケ
の
「
う
ぐ
い
す

友ゆ
う
わ和
会
」
の
３
団
体
で
コ

ラ
ボ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
年
、
20
周
年
を
迎

え
、
日
本
舞
踊
だ
け
で
は

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ラ

ボ
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

意　見　書意　見　書
◆義務教育費国庫負担制度の◆義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充

を求める意見書

　教育の機会均等と水準確保のために、義

務教育費国庫負担制度の堅持と国庫負担率

を２分の１へ復元することを求める。

【提出先】

内閣総理大臣、内閣官房長官、

文部科学大臣、財務大臣、総務大臣

工
く ど う

藤寿
す ず や

々弥さん

【生徒さんたちの声】

　「立ったり座ったり、姿勢がきれいと言われた。」

　「礼儀作法が自然とできるようになった。」

　「着物が一人で着られるようになった。」

　「日本の文化や着物に興味を持った。」

工藤流家元・工藤倉
くらかぎ

鍵さん（後列・男性）と共に

音楽芸能祭で日ごろの成果を披露

　講師の広報サポーターの芳
よしのまさあき

野政明氏による「議

会広報の基本と編集」の講演をお聞きし、「議会

広報クリニック」にて「おおはる議会だより」に

ついて評価をしていただきました。

▼「おおはる議会だより

１８６号」の評価

　まず、見出しの工夫や当

初予算・補正予算の説明が

適切で読みやすいと高い

評価をいただきました。さ

らに、住民の声を取り入れた企画が多く、内容も

適切とのことでした。

　一方で、改善点としては、紙面が４ページのタ

ブロイド判のため、掲載できる内容が限られてし

まうことが挙げられました。

　開かれた議会を届けるために

第 38 回　愛知県町村議会広報研修会

開催日　令和７年８月５日（火）

テーマ　「議会の『見える化』＆住民との『信頼築く』～議会広報の基本と編集～」

人  事  案  件人  事  案  件

　住民の関心に応える企画記事をより充実させる

ためには、増ページの検討が必要との指摘もあり

ました。

　限られたページ数のなかで、いかに分かりやす

く情報を伝えるか。今後も工夫を重ね、より良い

議会だよりを目指していきたいと思います。

委
員
長
の
ひ
と
り
ご
と
…

▼
９
月
議
会
は
、
７
月
の
町
長
選
挙
後
、
初
め
て
の
定
例
会
で

し
た
。

▼
新
町
長
の
所
信
表
明
だ
け
で
な
く
、
所
信
表
明
に
対
す
る
質

疑
を
、
大
治
町
議
会
で
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

▼
初
日
と
一
般
質
問
、
質
疑
の
３
日
間
は
、
傍
聴
者
が
と
て
も

多
く
来
場
さ
れ
、
新
町
長
と
議
会
へ
の
関
心
の
高
さ
を
強
く
実

感
し
ま
し
た
。

▼
12
年
半
、
町
の
教
育
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
平
野
教
育
長
が

９
月
末
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教育長

梶
かじうら

浦　寿
と し お

男　氏

【任期】

令和７年 10 月 1 日～

3 年間

教育委員

飯
い い だ

田　義
よしひで

秀　氏

【任期】

令和７年 10 月 1 日～

４年間

　
〝
議
会
報
告
会
〟　

開
催
し
ま
す

　

●
日　

時　
　

令
和
８
年
１
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時

　

●
場　

所　
　

町
立
公
民
館
２
階　

講
義
・
会
議
室

　

●
内　

容　
　

議
会
報
告
と
参
加
者
と
の
懇
談

　
　
　

お
ひ
と
り
で
も
、
ご
友
人
と
一
緒
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日本舞踊を　公民館で！日本舞踊を　公民館で！

県内の 21 市町村議会が受講しました

―
最
後
に
一
言

家
に
眠
っ
て
い
る
着
物
を

着
て
、
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

日
本
文
化
を
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
た
だ
く
、
素
晴
ら
し

い
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
子
ど
も
た
ち
の
交

流
の
場
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
場
と

し
て
、
お
稽
古
を
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。


